













一九八五年） が古代から中世への移行を描く舞台とした地域であり、豊富な古文書群は竹内理三編『伊賀国黒田荘史料』一・二（吉川弘文館、一九七五・七九年）として集成されている。黒田庄をめぐっては、 「当国猛者」 （ 『平安遺文』一二六一号）と称された藤原実遠や郡司丈部氏と東大寺との紛争、国衙との関係などが注目され
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できる（表１） 。十一世紀末までの在庁官人 、中央系姓の橘氏を除くと、壬生・佐那具 桃原 猪・阿閇はいずれも在地 者であった。壬生は宝字元年十一月阿拝郡柘植郷売券（ 『大日本古文書』三―三三五）に証人 小粳、筆取壬生浄足が見えており、国府所在の阿拝郡に拠点を有する在地豪族と目される。佐那具は地名と 関係は不明であるが、国書生としてやはり在地豪族が起用されたもと推定できる。 桃原は阿拝郡の小 名として知られ （ 『大日本古文書』三―一三四） 、 猪は伊賀郡猪田郷 の関係や郡司猪弘光 平安遺文』六五五号、永承三年〔一〇四八〕 ）の存 、阿閇は上述の阿拝郡の郡領氏族で、伝統的な郡領氏族が国衙機構に転身した事例の一つとなる
（７
（。したがって国府所在の阿拝郡を中心に、在地豪族が国衙機構
























































































































































































































































































































































































































る。 『小記目録』第十八に「同《万寿》三年二月廿二日、伊賀国百姓訴訟事」 、 「同年同月廿八日、伊賀国訴事」とあり、 『左経記』万寿三年四月七日条では伊賀守藤原親光の愁により散位山村貞舒の召
問が決定し、四月九日に官東庁で召問、次いで四月二十日に書生の勘問が行われ、 その召問がａであった。 『日本紀略』同日条 は「左中弁経頼令
レ問、伊勢（賀ヵ）国在庁并百姓等訴事。守親任〔光ヵ〕
非道事也」とあるので 山村貞舒や書生・在庁らは伊賀守と対立する立場にあり、書生佐那具秀正は守の非道を証言すべく召問に応じたのである。壬生・佐那具・橘姓者は保延四年（一一三八）八月十三日伊賀国百姓等申状（ 『平安遺文』二三八九号）に黒田庄の住人としても見えており、在地豪族として在地 利害を代表する存在であったことが窺われる。　
次にｂは東大寺領黒田庄をめぐる天喜事件に関わる史料である。







生正助が国府に報告し、七月七日国符が名張郡に下達され、郡司に対して官使らとともに牓示 撤去すべきことが指示された。名張司伊賀範輔（則佐）は官使と国使大判官代＝書生壬生正助 とともに現地に入るが、黒田庄の物部時任や東大寺の知事僧公釋に国符の内容を伝達しようとしている最中に庄民の攻撃を被り、郡司は何とか官使を救出して大和国方面の山中を経由して逃げ帰ることができたものの、壬生正助は行方不明になってしまう（七月八日） 。正助は牓示打立を最初に報告するなど、現地の情勢に通暁しており、国衙側の代表的存在として、特に黒田庄側から 標的 すべき人物と目されていたと考えられる。　
こうした在庁官人と国司の結合は、天喜事件の後半局面である守




























































































































して勘申させたところ、税所目代の学生紀と大判官代桃原は、天喜二年名張郡検田累帳に依拠して、黒田杣住人が公郷に進出していたために没官した作田四十六町五反のうち、苅納した十八町六反百八十歩は郡司則佐所領二十七町八 百八十歩に含まれるものであり、 収公の内でありながら、 穫稲を進上しなかった めに没官になったのであって、それ以外で苅り取った分は作人 名を注付していたが、官物を弁済しないので、傍例に准拠して徴 たもので 収公田の内ではない旨を指摘し、 黒田庄の主張に根拠がないと述べており、国守もこの勘申を是とし である。　
ちなみに、東大寺御封物二百五十石はさらに所当官物を徴下し








… … … … 平致遠
①藤原清廉… ②実遠… ○… ④当麻三子… … ⑤延久６年（1074）
… … … … … … 薬師寺別当隆経
… … … 　　　　〈相知人〉
… ○… ③信　良※……五僧君
… … 　　　　　　良算*… … … ⑥承暦３年（1079）
… … … … … … 弟藤原保房　　　　僧実誉☆
… … … … … … 　　↑　　　　　　藤原中子★
… … … … … … 　　×
… … … … … … 　　↓
































































































































































































り、 寛治三年 （一〇八九） 十一月二日伊賀国湯船村田坪付注文案 （ 『平




掲明法博士勘状案の鞆田村 土 の由来説明では、この覚増の私領田は興福寺僧仁静を経て、仁静 子範俊と平正盛に伝領されたようである（ 『平安遺文』一四三五号康和三年〔一一〇一〕九月二十三日堀河天皇宣旨案も参照） 。　
正盛の子範延は範俊が開いた興福寺松林院に迎え入れられてお
り、範俊はまた、 『中右記』天永三年（一一一二）四月二十四日条の伝に














































とあって、 白河院護持僧を勤めるなどしてい ことが知られる。 『平家物語』巻四「南都牒状」には、 「祖父正盛、蔵人五位の家に仕へ
─ 332 ─





















































































































ち、ｅでは正盛は第一等国の受領に任用される一方で、彼に随従して武功を挙げた盛康・盛良は衛府の尉官に任じられており 近親郎等として伊勢平氏の中核的武力を支えるに相応しい武官としての地歩を得ることができた である。そこには院 直接的なつながりを有する正盛の推挙 作用しており、近親郎等 結集が可能になる所以であった。そして、鞆田庄については、家貞―貞能父子や家貞の兄弟家実が管理に携わっており、彼 国衙と結託しながら 東大寺領を蚕食している 表２のうち、伊賀守藤原光房が家実 玉瀧庄
内丸柱村の領有を認めたというのは、光房が為房の子為隆の子であることを考慮すると（ 『尊卑分脈』二―六六頁） 、やはり伊勢平氏に親密な人物であることによる引汲 目されよう。　
では、 このような伊勢平氏の進出、 郎等の育成・活動が展開する中、

















… 維盛… 宗盛… 盛国
… … 貞度… 貞基… 維基… 政基……………………盛時
… … 盛基… 貞時… 貞長
… 貞季… 範季… 季盛
… … 兼季… 盛兼… 信兼… 兼隆
… … … 貞房… 貞重
… 季衡… 季継… 盛良… … 季宗… 宗清… 家清
… … 盛光… 盛行… … … 家次… 家兼
… … … 貞光……季房… 家貞… 貞能… 貞頼
　… … 盛国… 盛康　　　　　　　　…… 家実
… 貞衡… 貞清… 家衡… … 家季… 家資… 利家
… … … 清嗣… 維綱… 良平
… 正衡… 正盛… 忠盛… 清盛… 重盛




































































































































































































































































































































































































































































































































… 平家々人と池大納と合戦する事」 ） 、覚一本系の『平家
物語』巻十では、やはり六月九日の頼盛上洛に次いで、それとの相関には説明がないものの、十八日に 三日平氏」の乱として蜂起が述べられている。また『源平盛衰記』第四十一でも「三日平氏」して言及さ 、伊賀国山田郡住人平田四郎貞継法師が「平家西国に落下て、安堵し給はずと聞えければ、日比の重恩を忘れず、多年の好みを思 当家に志ある輩、伊賀・伊勢両国 勇士催し、平田城に衆会して謀叛を起し、近江国を打従へて、都に責入るべし」という体であったと描かれる。ここでは平家方として伊賀 住人壬生野新源次能盛という者が活躍し、貞継法師とともに三百余騎を引率したという。　
この元暦元年の乱については、 『平家物語』や『源平盛衰記』は「平











































































































































































































































































なく、確言はできな が、上述のように、平姓者は見えず、既に建仁元年（一二〇一）でもそのような様相を呈している 但し、 伊賀・
伊賀国における在庁官人の動向と平氏の進出
─ 323 ─

















人化するという特性が看取される。伊賀国は畿内近国であり、関係するのも伊勢平氏の近親郎等クラスで、彼らそのものが在庁官人になることはなかった。 庁官 の平姓者が伊勢平氏 家系のどこに位置づけられるの が不明であるという制約 残るが、伊勢平氏の消長と在庁官人中の平姓者の動向は符合するところ あり 相関関係を認めることができ 。　
但し、 元暦元年の乱や元久元年の乱における国衙の様態ともども、





… 木村茂光「藤原実遠の所領とその経営」 （ 『日本中世の権力と地域
社会』吉川弘文館、二〇〇七年） 、川島茂裕「寛徳庄園整理令と天喜事件」 （ 『日本史研究』 二七、 一九八一年） 、久保田和彦ａ「名張郡司丈部氏一族と簗瀬保」 （ 『中世日本の諸相』上巻、吉川弘文館、一九八九年） 、ｂ「黒田荘出作・新荘の成立過程と国司政策」 （ 『ヒストリア』一二八、 一九九〇年） 、守田逸人「東大寺領黒田荘出作地の展開と地方支配」 （ 『日本中世社会成立史論』校倉書房、二〇一〇年） 正木育美「東大寺領伊賀国黒田荘の成立」 （ 『日本史研究』五三六、 二〇〇八年）など。（２）
… 髙橋昌明『 〔増補改訂〕清盛以前』 （平凡社、 二〇一一年） 、 川合康「治
承・寿永の内乱と伊勢・伊賀平氏」 （ 『鎌倉幕府 史の研究』校倉書房、二〇〇四年） 、 守田逸人「荘園制 期の地域秩序と社会構成」 （註（１）書）など。（３）
… 平山浩三ａ「伊賀国名張郡における収取をめぐって」 （ 『荘園制と
中世社会』東京堂出版、一九八四年） 、ｂ「一国平均役 園催徴の一形態について―院政期を中心に―」 （ 『日本史研究』二三 、 一九八一年） 、ｃ「一国平均役荘園催徴の一形態について―鎌倉初期を 心に―」 （ 『日本歴史』三九九、 一九八一年） 、ｄ「一国平均役の済例について歴史』五四一、 一九九三年） 、ｅ「一国平均役賦課における鎌倉幕府園」 （ 『日本歴史』五六五、 一九九五年） 、 ｆ「役夫工米の済例と機能本歴史』五九九、 一九九八年）など。（４）
… 田渕義樹「平安末期の伊賀国衙」 （ 『九州史学』一一〇、 一九九四年） 。
なお、在庁官人の一覧は、拙稿「平安・鎌倉時代在庁官人・国衙関係者表（稿） 」 （ 『平安・鎌倉時代の国衙機構と武士の成立に関する基礎的研究』 平成二十一年度～ 成二十三年度科学研究費補助金 〈基盤研究 （Ｃ） 〉研究成果報告書〔研究代表者・森公章〕 、二〇一二年）を参照。（５）








… 坂本賞三『日本王朝 家体制論』 （東京大学出版会、一九七二年）
二〇三～二三二頁、増渕徹「上訴と功過」 （ 『京都橘女子大学研究紀要』二五、 一九九九年） 磐下 国司苛政上訴寸考」 （ 『日記・古記録の世界』思文閣出版、二〇一五年）など。（
10）… 正木註（１）論文。
（






14）… 田中文英「平氏武士団の形成」 （ 『平氏政権の研究』思文閣出版、
伊賀国における在庁官人の動向と平氏の進出
─ 321 ─
一九九四年） 、西村隆「平氏「家人」表」 （ 『日本史論叢』一〇、 一九八三年）など。（









19）… 久保田註（１）ａ論文。その他、保安三年 一一二二）二月 賀
国在庁官人解（ 『平安遺文』一九五八号）には、 「加之彼庄住人僧慶暹、前前任名張郡納所書生兼国朝臣後見也」とあり、税所を構成する在庁官人の一人（一九五二号）源 は黒田庄の人々とつながりがあったことが知られる。（
20）… 田中大喜ａ「平氏の一門編成と惣官体制」 （ 『日本歴史』
六六一、 二〇〇三年） 、ｂ「平頼盛小考」 （ 『日本中世武士団構造の研究』校倉書房、二〇一一年） 、元木泰雄「平重盛論 平安京とその時代』思文閣出版、二〇 九年）など。（
21）… 元木泰雄『武士の成立』 （吉川弘文館、一九九六年 、上杉和彦『源
平の争乱』 （吉川弘文館、 七 など。
（

















30）… 拙稿「将門の乱と藤原秀郷」 （ 『東洋大学 学部紀要』史学科篇
三六、 二〇一一年） 。
─ 320 ─





The tendency of the provincial governors 
and the development of 
the Ise Taira Clan in Iga Province
MORI,…Kimiyuki
……Iga…Province…was…one…of…the…most…important…place…for…the…development…of…the…Ise…Taira…











paralled… to… the…dedication…of… land…by…Taira…no…Masamori.… In…1111A.D.…Masamori…killed…
Minamoto…no…Yoshichika…and…achieved… fame…as…a…samurai…worrior.… In… this… incident…his…
vassals…of…Iga…Province…worked…hard.…Kiyohara…no…Shigekuni…brought…up…Yoshitika's…head…
in…the…parade…of… triumph,…he…was…a… famous…sumou…wrestler.…Yamada…no…Yukisue…whose…






worked… actively… for… the…battle…between… the… Iga…Provincial…Government… and…Todaiji…
Temple…as…government… side.…And…after… the… ruin…of… the… Ise…Taira…Clan… the…provincial…
governors… named…Taira…Clan… disappeared… simultaneously.… So…we… can… imagine… the…
